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れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料

（
電
子
書
籍
）
の
収
集
に
つ
い
て
も
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
の
設
立
目
的
で
あ
る
大
規

模
収
蔵
で
は
、
約
八
二
〇
万
点
（
十
四
年

度
末
）
で
あ
っ
た
関
西
館
の
所
蔵
資
料
は

一
一
三
〇
万
点
（
二
十
二
年
度
末
）
へ
と
増

加
し
、
五
年
後
（
二
十
八
年
度
末
）
に
は
Ｎ

Ｄ
Ｌ
の
書
庫
全
体
で
排
架
率
が
九
十
五
％
近

く
に
達
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
関
西
館
の
書
庫
増
築
が
急
務
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
関
西
館
の
設
置
は
日
本
全
体
で
見
る
と
、

そ
れ
ま
で
東
日
本
に
偏
っ
て
い
た
科
学
技
術

関
係
資
料
や
ア
ジ
ア
資
料
の
国
内
分
布
を
東

西
で
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
る
効
果
を
も
た
ら
し
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
デ
ジ
タ
ル
化
が

さ
ら
に
進
み
、
通
常
の
利
用
が
デ
ジ
タ
ル
と

な
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
済
資
料
の
原
本
が
関
西

館
に
運
ば
れ
保
存
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

数
十
年
後
に
は
明
治
以
降
の
国
内
の
出
版
物

の
大
部
分
が
関
西
館
で
保
存
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
デ

ジ
タ
ル
資
料
も
関
西
館
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
で
保
存
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
数

百
年
後
に
は
関
西
館
は
こ
の
時
代
の
出
版
物

や
文
化
を
伝
え
る
正
倉
院
の
よ
う
な
存
在
に

な
っ
て
い
る
の
で
は
と
夢
見
た
り
し
ま
す
。

十
周
年
は
そ
の
第
一
歩
で
す
。
関
西
館
は
千

年
以
上
の
歴
史
と
文
化
を
持
つ
こ
の
地
で
ぜ

ひ
そ
の
よ
う
な
存
在
に
な
り
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

　
二
〇
〇
二
（
平
成
十
四
）
年
に
開
館
し
た
関

西
館
は
、
今
年
の
十
月
に
十
周
年
を
迎
え
ま

す
。
立
地
条
件
か
ら
来
館
さ
れ
る
お
客
様
の

数
（
一
日
平
均
二
百
数
十
人
）
は
あ
ま
り
変
化

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
関
西
館
と
い
う
氷
山
は

水
面
下
で
は
着
実
に
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

　
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
始
ま
っ
た
情
報

通
信
技
術
の
急
速
な
発
展
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
情
報
と
い
う
新
し
い
情
報
資
源
を
一
般
化

さ
せ
、
ま
た
、
近
年
の
電
子
書
籍
ブ
ー
ム
は

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
グ
の
印
刷
革
命
に
匹
敵
す
る

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で

関
西
館
は
情
報
通
信
技
術
の
発
展
に
対
応
す

る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
的
と
し
て
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

　
国
立
国
会
図
書
館
（
Ｎ
Ｄ
Ｌ
）
は
、
デ
ジ

タ
ル
情
報
を
ア
ー
カ
イ
ブ
す
る
シ
ス
テ
ム
を

関
西
館
に
構
築
し
、
関
西
館
開
館
と
と
も
に

本
格
的
な
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し

ま
し
た
。
新
た
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報

（
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）
の
収
集
を
開
始
し
、
当
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初
は
許
諾
に
基
づ
く
も
の
で
し
た
が
、
平
成

二
十
一
年
に
は
公
的
機
関
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
収
集
が
法
制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
結

果
、
東
日
本
大
震
災
で
は
、
地
震
発
生
直
後

か
ら
被
災
地
域
の
自
治
体
な
ど
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
の
収
集
を
開
始
し
、
貴
重
な
歴
史
的
記

録
を
後
世
に
残
す
た
め
に
保
存
し
て
い
ま

す
。

　
所
蔵
す
る
出
版
物
を
デ
ジ
タ
ル
化
（
画
像

化
）
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
提
供

す
る
こ
と
も
平
成
十
四
年
に
開
始
し
ま
し

た
。
所
蔵
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
そ
の
後

の
著
作
権
法
の
改
正
（
二
十
一
年
）
に
よ
っ

て
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
で
は
所
蔵
資
料
を
保
存
の
た
め

に
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
が
著
作
権
者
の
許

諾
な
く
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

結
果
、
現
在
二
百
万
冊
以
上
（
二
十
三
年
八

月
末
）
の
図
書
、
雑
誌
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
化

を
終
え
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
提
供
し

て
い
ま
す
。
一
方
で
、
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
提
供
に
は
許
諾

が
必
要
な
た
め
、
著
作
権
が
消
滅
し
て
い
な

い
資
料
は
Ｎ
Ｄ
Ｌ
館
内
で
の
利
用
に
限
定
さ

れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
さ
れ
る
資
料

は
全
体
の
十
数
パ
ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。
こ
の
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
化
図
書
の
公
共

図
書
館
へ
の
配
信
に
つ
い
て
検
討
が
進
め
ら
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NDLサーチ NDL-OPAC

NDLの所蔵資料検索 ○ ○

NDLの資料の状況確認 NDL-OPACへ遷移⇒ ○

NDLへの資料申込み NDL-OPACへ遷移⇒ ○

NDL以外の館の所蔵資料検索 ○（総合目録機能） ×

デジタルアーカイブの検索 NDL以外も○ NDL所蔵分のみ○

レファレンス情報の同時検索 ○（リサナビ、レファ協） ×

・「相互貸借」も考えている場合

・とにかく手がかりがほしい場合

・じっくり絞り込んでいく場合

⇒ NDLサーチ＝Google風の検索
○広い検索対象／×検索ノイズ多し

・国立国会図書館の所蔵が知りたい

・詳しい書誌事項を確認したい場合

・急いで検索したい場合

⇒ NDL-OPAC ＝図書館員向け
○詳細な検索・情報／×NDL所蔵限定

●どちらも多くの項目が同時検索対象となっているので、ヒット数が多く検索ノイズも多い。「検索語」

に何を選ぶかがポイント。

●サーチとOPACは検索エンジンが異なるので、同条件でもヒット数が違う。
●「絞り込み」が必要。慣れてきたら「詳細検索」「オプション」を積極的に活用。

●並べ替えは「資料種別」がおすすめ。「タイトル」はヨミの順で並ぶ。

●NDLサーチは、たくさんのデータベースの膨大なメタデータを集めて検索する仕組み。
　細かい検索は個別のデータベースにお任せ。

●NDL-OPACは、国立国会図書館で作成した書誌データを検索する仕組み。

①国立国会図書館（NDL）サーチとNDL-OPACの範囲

②NDLサーチとNDL-OPACの比較

③考え方＝「サーチは広く、OPACは深く」

お知らせ　　国立国会図書館 関西館 図書館協力課　兼松　芳之氏よりご教授！
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ＤＶＤ等の資料に関するアンケート集計結果
★京都府内の図書館等 80 館にアンケートを実施（平成 23 年 12 月）

（回収率 100％）
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長
岡
京
市
立
図
書
館
で
は
年
に
二
回
、

春
休
み
と
夏
休
み
、
小
学
生
を
対
象
と
し

た
「
身
近
な
科
学
あ
そ
び
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
― 

身
近
に
あ
る
「
？
」
に
気

づ
き
、
興
味
を
持
ち
、
知
る
喜
び
を
子
ど

も
た
ち
に
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
―
そ
れ

を
願
っ
て
二
十
年
が
た
ち
ま
し
た
。
そ
し

て
、
こ
の
行
事
を
指
導
し
て
下
さ
っ
て

い
る
の
が
〈
科
学
と
あ
そ
び
の
会
〉
の
皆

様
で
す
。〈
科
学
と
あ
そ
び
の
会
〉
は
ま
だ

〝
科
学
あ
そ
び
〞
と
い
う
言
葉
が
目
新
し

い
頃
、
一
九
九
二
年
に
主
婦
七
人
が
集
ま

り
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
会
員
が
今
で
は

三
十
名
ほ
ど
と
な
り
、
あ
ふ
れ
る
情
熱
を

も
っ
て
活
発
な
活
動
を
行
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。
テ
ー
マ
決
定
か
ら
進
行
の
仕
方
、
レ

ジ
ュ
メ
作
り
、
実
験
の
方
法
な
ど
…
行
事

直
前
ま
で
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
い
く

の
で
す
が
、
対
象
が
一
年
生
か
ら
六
年
生

ま
で
と
幅
が
あ
り
、
原
則
子
ど
も
だ
け
の

参
加
と
な
る
た
め
、
そ
こ
に
か
な
り
の
創

意
工
夫
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
想
像
し
て

頂
け
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
ま
で
取
り
上
げ
た
テ
ー
マ
を
い
く

つ
か
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
と
「
こ

れ
は
何
？
チ
リ
メ
ン
モ
ン
ス
タ
ー
を
さ

が
そ
う
！
」「
偏

光
板
で
あ
そ
ぼ

う
―
セ
ロ
ハ
ン

テ
ー
プ
で
作
る

ス
テ
ン
ド
グ
ラ

ス
」「
浮
沈
子

で
あ
そ
ぼ
う
―

水
に
伝
わ
る
ハ

ン
ド
パ
ワ
ー
」

「
動
物
の
頭
の

骨
に
タ
ッ
チ
。
ト
ラ
や
シ
カ
な
ど
本
物
だ

よ
！
」
な
ど
な
ど
…
。

　
様
々
な
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て
き
ま
し

た
が
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を

見
て
感
じ
る
事 

― 

そ
れ
は
「
わ
く
わ
く
ド

キ
ド
キ
」
で
す
。
こ
れ
は
理
科
の
勉
強
で
は

な
く
〝
あ
そ
び
〞
で
あ
り
、〝
何
か
を
教
え
る

事
〞
を
目
的
と
し
て
い
ま
せ
ん
。
実
体
験
を

通
し
て
知
る
喜
び
、
自
分
で
考
え
る
楽
し

さ
を
知
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
上
が
る
歓
声
や
生

き
生
き
し
た
表
情
に
力
を
も
ら
い
「
わ
く

わ
く
ド
キ
ド
キ
」
を
子
ど
も
た
ち
と
こ
れ

か
ら
も
共
有
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
京
都
府
立
総
合
資
料
館
で
は
、
平
成

二
十
二
（
二
〇
一
〇
）
年
度
事
業
で
作
成
し

た
所
蔵
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
、「
京
の
記
憶
ラ
イ
ブ
ラ
リ
」

と
し
て
平
成
二
十
三
年
七
月
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
公
開
し
ま
し
た
。

　
地
図
類
で
は
当
館
で
所
蔵
す
る
最
古
の

京
都
図
や
淀
川
に
船
を
航
行
さ
せ
る
た
め

の
計
画
図
が
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、
和

書
で
は
「
都
名
所
図
会
」
な
ど
の
名
所
案

内
書
、
祇
園
祭
の
山
鉾
の
詳
細
な
図
解
と

そ
の
由
来
に
つ
い
て
記
し
た
「
祇
園
会
細

記
」
、
明
治
時
代
の
京
都
の
商
工
案
内
「
都

の
魁
」
な
ど
が
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
他
に
も
国
宝
・
重
要
文
化
財
の
古
文
書

や
写
真
資
料
、
昭
和
初
期
の
京
都
市
内
の

街
並
み
が
わ
か
る
こ
と
で
新
聞
や
テ
レ
ビ

で
取
り
上
げ
ら
れ
た
「
京
都
市
明
細
図
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
資
料
が
収
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
図
書
や
文
書
は
他
館
へ
の
協

力
貸
出
が
で
き
ず
、
簡
単
に
は
閲
覧
で
き

な
い
資
料
が
多
い
の
で
す
が
、
こ
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
に
よ
り
来
館
し
な
く
て
も
気
軽

に
内
容
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
資
料
は
カ
テ
ゴ
リ
ご
と
に
分
類
さ

れ
、
ま
た
、
書
誌
情
報
の
キ
ー
ワ
ー
ド
検

索
機
能
も
あ
り
ま
す
の
で
、
目
的
の
資
料

を
探
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
画
像
の
閲
覧
に
つ
い
て
は
絵
図
や
巻
物

な
ど
、
現
物
で
は
通
覧
し
に
く
い
も
の
も

全
体
図
の
他
に
分
割
し
た
画
像
も
あ
り
ま

す
の
で
、
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
拡
大
し
て

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
一
度
ご
覧
い
た
だ
き
、
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
や
利
用
者
へ
の
紹
介
に
利
用

し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
当
館
で
の
活
用
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

現
在
当
館
の
資
料
紹
介
コ
ー
ナ
ー
に
お
い

て
、
京
都
新
聞
一
面
コ
ラ
ム
で
連
載
中
の

「
京
近
江
名
所
句
巡
り
」
で
取
り
上
げ
ら

れ
た
本
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｐ
で
は

「
今
日
の
一
句
」
と
い
う
サ
イ
ト
を
作
り
、

京
都
新
聞
の
記
事
を
転
載
し
、
関
連
す
る

項
目
に
つ
い
て
京
の
記
憶
ラ
イ
ブ
ラ
リ
な

ど
、
当
館
の
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
画
像

が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
の
リ
ン
ク
を
つ
け

て
い
ま
す
。

　
画
像
は
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
句
が
書
か

れ
た
箇
所
だ
け
で
な
く
、
前
後
に
そ
の
名

所
の
絵
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
ペ
ー
ジ
へ

の
リ
ン
ク
も
つ
け
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も

ぜ
ひ
御
覧
下
さ
い
。

　
将
来
的
に
は
、
す
で
に
当
館
が
公
開

し
て
い
る
「
貴
重
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
、

「
京
都
北
山
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」
、
「
行
政
文

書
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」
等
と
の
統
合
を
め
ざ

し
、
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

「
京
の
記
憶
ラ
イ
ブ
ラ
リ
」

（h
ttp
://k
y
o
to
-sh
iry
o
k
an
.jp
/k
y
o
to
-

m
em
ory
/in
dex
.ph
p

）
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平
成
二
十
三
年
十
一
月

十
七
日
（
木
）
、
京
都
府

立
図
書
館
に
て
第
二
回
理

事
会
、
平
成
二
十
四
年
二

月
二
日
（
木
）
、
福
知
山

総
合
庁
舎
に
て
第
三
回
理

事
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
第
二
回
理
事
会
で
は
、

下
の
表
の
よ
う
に
「
子
ど

も
読
書
絵
て
が
み
コ
ン
テ

ス
ト
」
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

案
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
他
、
京
図
連

協
主
催
・
共
催
事
業
等
の

報
告
や
情
報
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　
第
三
回
理
事
会
は
、

「
子
ど
も
読
書
本
の
し

お
り
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
実

施
、
各
専
門
委
員
会
の
活

動
状
況
、
平
成
二
十
三
年

度
の
総
括
、
平
成
二
十
四

年
度
の
事
業
計
画
案
に
つ

い
て
等
、
報
告
・
協
議
し

ま
し
た
。

◆ 

専
門
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス 

◆

●
相
互
協
力
委
員
会

　
相
互
協
力
実
務
担
当
者
会
議
は
、
平
成

二
十
四
年
三
月
七
日
（
水
）
に
京
都
府
立

図
書
館
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
相
互
協
力

委
員
会
事
業
等
と
京
都
府
図
書
館
総
合
目

録
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
の
報
告
、
城

陽
市
立
図
書
館
、
綾
部
市
図
書
館
、
宮
津

市
立
図
書
館
の
取
組
報
告
が
さ
れ
、
交
流

協
議
を
し
ま
し
た
。

●
広
報
委
員
会

　
平
成
二
十
三
年
十
二
月
一
日
（
木
）
に

京
都
府
立
図
書
館
に
て
第
三
回
広
報
委
員

会
を
開
催
し
、
会
報
八
十
六
号
の
編
集
等

を
協
議
し
ま
し
た
。

●
研
修
研
究
委
員
会

中
部
地
区
実
務
研
修
参
加
レ
ポ
ー
ト

井
手
町
図
書
館

　
鈴
木
　
浩
史
　

　
今
回
の
「
パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
超
簡
単

講
座
」
は
「
便
利
な
ん
だ
け
ど
難
し
そ
う
」

な
パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
グ
ッ
と
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
良
い
研
修
で
し
た
。
次
頁
に

要
点
を
ま
と
め
ま
す
。

現行 新

子ども読書絵てがみコンテスト 子ども読書本のしおりコンテスト

趣　旨
「子どもの読書活動の推進に関する法律」第10条に基づき、府民の間に広く子どもの読書活動についての関心と理解
を深めるとともに、子どもが積極的に読書活動を行う意欲を高めるための事業として実施

内　容
読んでおもしろかった本、感動した本、読んでもらって心

に残った本等について絵や絵と言葉で絵てがみに表す。

読んでおもしろかった本、感動した本、読んでもらって心

に残った本等について文と絵でしおりに表す。

募　集

学校等を通じて要項等を配付 同　　　　左

要項配付…12月
応募〆切…２月末

審　　査…３月

表 彰 式…４月23日前後の土・日曜日

要項配付…４月23日
応募〆切…９月７日

審　　査…９月～10月
表 彰 式…10月～11月（読書週間）の土・日曜日

応　募 学校等経由、図書館へ直送等 同　　　　左

対　象

18歳以下で京都府在住の者 同　　　　左

応募区分…幼児の部、１・２年生の部、

　　　　　３・４年生の部、５・６年生の部、

　　　　　中学生以上の部　　全５部門

応募区分なし

規　格

はがき程度の大きさ Ｂ４横に４等分（約９㎝×約25㎝）の画用紙

色彩等自由
文字…10字から20字程度（必須）
絵　…色彩等自由（毛糸・色紙等の貼付不可）

表　彰

最優秀賞…京都府教育委員会教育長賞

　　　　　京都府図書館等連絡協議会会長賞

　　　　　各部門５点　計10点
優 秀 賞…各部門５点　計25点
佳　　作…各部門５点　計25点
入　　選…全部門から　　200点　　総計260点

最優秀賞…京都府教育委員会教育長賞

　　　　　京都府図書館等連絡協議会会長賞

　　　　　全作品から各１点ずつ　計２点

優 秀 賞…全作品から　　　　　　約20点
佳　　作…全作品から　　　　　　約80点
　　　　　　　　　　　　　　総計約100点

その他

最優秀賞受賞作品２点については、「しおり」にして府内

の図書館（室）、学校図書館、書店等を通じて配布

受賞作品を府内図書館等読書施設で巡回展示

期間…５月中旬から３月下旬

受賞作品を府内図書館等読書施設で巡回展示

期間…11月中旬から翌年10月下旬

表彰式において、オープニングセレモニーやミニ読書フェ

ア等を開催

第１回・５回・10回等の表彰式において、「読書フェア」
を開催し、表彰者だけでなく、広く府民への読書啓発事業

を行う。

「子ども読書絵てがみコンテスト」　　リニューアル(案)　新旧対照表



①
先
達
を
見
つ
け
る

　
私
立
大
学
図
書
館
協
会 

東
地
区
部
会 

企
画
広
報
研
究
分
科
会
に
よ
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ

イ
ト
「
パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
バ
ン
ク
」
に

は
先
行
事
例
が
多
数
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

参
考
に
な
る
。
ま
た
同
サ
イ
ト
の
「
初
め

て
の
人
の
パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
作
成
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
は
懇
切
丁
寧
に
解
説
さ
れ
て

お
り
、
初
め
て
制
作
す
る
時
に
非
常
に
役

に
立
つ
。

②
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
か
ら
考
え
る

　
パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
は
利
用
者
目
線
で

用
意
さ
れ
る
べ
き
だ
。
例
え
ば
同
じ
内
容

で
も
大
人
向
け
と
子
供
向
け
を
用
意
で
き

る
。
紙
版
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
で
は
見
せ
方
や
内

容
が
自
ず
か
ら
異
な
る
だ
ろ
う
。

　
具
体
的
に
「
何
に
つ
い
て
作
る
か
」（
何

に
つ
い
て
は
作
ら
な
い
か
）
を
体
系
的
に

企
画
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
そ
の
際
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
記
録
の
蓄
積
が
大
き
な
指
針

と
な
る
の
で
、
日
頃
の
調
査
・
質
問
は
小

さ
な
こ
と
で
も
記
録
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ

う
。

③
パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
の
四
条
件

・
特
定
の
話
題
を
扱
っ
て
い
る
。（
「
利
用

案
内
」
や
「
検
索
の
仕
方
」
で
は
な
い
。
）

・
探
す
過
程
を
明
示
す
る
。
（
利
用
者
が

資
料
に
た
ど
り
つ
く
道
筋
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
。
）

・
情
報
源
が
一
覧
で
き
る
。
（
文
章
で
な

く
リ
ス
ト
が
好
ま
し
い
。
）

・
簡
単
に
使
え
る
。
（
紙
で
は
一
枚
物
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
基
本
）

④
デ
ザ
イ
ン
に
も
気
を
配
る

　
シ
リ
ー
ズ
の
デ
ザ
イ
ン
は
共
通
性
を
持

た
せ
る
と
よ
い
。
ま
た
、
「
読
む
」
よ
り

も
「
見
る
」
使
い
方
を
意
識
し
て
作
れ
ば

内
容
が
簡
潔
に
な
り
、
使
い
や
す
く
な

る
。

　
講
師
の
仁
上
氏
曰
く
「
〝
試
作
版
〞
で

も
い
い
の
で
作
っ
て
み
て
、
使
う
の
が
大

事
」
。

　
利
用
者
教
育
を
通
し
て
地
域
の
教
育
力

向
上
に
寄
与
す
る
と
さ
れ
る
パ
ス
フ
ァ
イ

ン
ダ
ー
。
今
回
の
内
容
を
生
か
し
て
取
り

組
ん
で
み
た
い
。

北
部
地
区
実
務
研
修

「
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
と
わ
ら
べ
う
た
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
参
加
し
て

京
丹
後
市
立
大
宮
図
書
室
　
堀
口
　
知
子
　

　
「
こ
れ
は
何
で
し
ょ
う
？
」
岡
崎
義
子

先
生
の
手
に
は
卵
型
の
実
。
か
ら
す
う
り

で
す
。
「
ま
っ
か
だ
な
、
ま
っ
か
だ
な
♪
」

先
生
の
澄
み
き
っ
た
歌
声
が
続
き
ま
す
。

そ
れ
か
ら
も
「
わ
ら
べ
う
た
カ
ル
タ
」
の

絵
札
と
と
も
に
先
生
の
心
地
よ
い
歌
が
会

場
に
響
き
ま
し
た
。

　
絵
本
よ
り
も
古
い
歴
史
を
も
っ
て
い
る

わ
ら
べ
う
た
。
語
彙
は
少
な
い
け
れ
ど

も
、
季
節
に
関
わ
る
も
の
が
豊
か
に
歌
わ

れ
て
い
ま
す
。
リ
ズ
ム
は
鼓
動
と
同
じ
、

音
域
が
せ
ま
い
の
は
、
声
帯
が
発
達
し
て

い
な
い
子
ど
も
た
ち
が
歌
う
か
ら
。
な
る

ほ
ど
、
理
に
か
な
っ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に

も
わ
ら
べ
う
た
の
魅
力
を
た
く
さ
ん
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
印
象
に
残
っ
た
の

は
、
「
植
物
は
見
よ
う
と
思
う
人
に
は
見

せ
て
く
れ
ま
す
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ

と
。
季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
取
る
心
が
大

切
な
の
だ
な
、
と
思
い
ま
し
た
。
幸
い
に

も
丹
後
に
は
自
然
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

季
節
の
植
物
に
触
れ
た
り
、
わ
ら
べ
う
た

を
共
に
歌
っ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
に
小
さ
く
て
も
様
々
な
驚
き

を
届
け
て
あ
げ
ら
れ
た
ら
、
と
思
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ
う
き
っ

か
け
と
し
て
の
小
道
具
も
見
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
奇
を
て
ら
わ
な
い
で
、
後
の

お
話
を
印
象
に
残
す
よ
う
に
と
の
こ
と
。

お
さ
る
さ
ん
や
く
ま
さ
ん
な
ど
、
先
生
の

人
形
た
ち
は
生
き
生
き
と
し
て
い
て
、
そ

れ
は
楽
し
そ
う
で
し
た
。
中
で
も
、
『
と

と
け
っ
こ
う
　
よ
が
あ
け
た
』
の
絵
本
と

一
緒
に
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
紙
コ
ッ
プ

の
鳴
く
ニ
ワ
ト
リ
が
可
愛
ら
し
く
て
、
私

も
早
速
作
っ
て
み
ま
し
た
。
机
の
上
で
次

（6）

回
の
お
話
会
の
出
番
を
待
っ
て
い
ま
す
。

　
先
生
の
お
話
に
絵
に
人
形
た
ち
に
ひ
き

こ
ま
れ
た
百
二
十
分
で
し
た
。

b

編 

集 

子b

　
図
書
館
の
現
場
に
は
、
市
民
の

方
々
に
よ
ろ
こ
ん
で
満
足
し
て
い

た
だ
け
る
こ
と
と
、
毎
日
大
き
な

こ
と
か
ら
小
さ
な
こ
と
ま
で
、
い

ろ
い
ろ
な
課
題
や
問
題
が
で
て
く

る
。
図
書
館
員
は
そ
れ
を
解
決
す

る
た
め
に
知
恵
を
出
し
、
工
夫
を

し
て
サ
ー
ビ
ス
を
高
め
る
努
力
を

し
て
い
る
。
そ
の
中
の
一
つ
の
大

き
な
力
に
、
自
治
体
の
枠
を
越
え
て

経
験
を
伝
え
合
う
横
の
つ
な
が
り
が

あ
る
。
暮
ら
し
や
ま
ち
づ
く
り
と
図

書
館
の
か
か
わ
り
を
、
市
民
の
視
点

か
ら
考
え
た
貴
重
な
実
践
例
…
。
図

書
館
を
前
に
す
す
め
る
た
め
に
取

り
組
ん
だ
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
。
そ

し
て
、
巻
頭
言
か
ら
は
い
つ
も
大

切
な
こ
と
を
学
ば
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
府
内
の
図
書
館
員
や
関
係

者
の
間
に
そ
ん
な
こ
と
が
伝
わ
る
、

励
ま
し
あ
え
る
、
役
立
つ
「
会
報
」

づ
く
り
に
、
み
ん
な
で
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。


